
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  挑戦、そして成長・発展の年に 

 

校 長  内 木  勉 
  

 約２週間の冬休みが終わり、今日から３学期が始まります。東北・北陸では年末年始と

豪雪のニュースが報じられています。東京ではおだやかな日が多く、過ごしやすい冬休

みでした。春風小は、学期末の１２月後半、インフルエンザの猛威にさらされました。多

くの学級や複数の学年で閉鎖をすることとなりました。ニュースではインフルエンザな

どのピークはこれからと言われています。引き続き、手洗い・手指の消毒・換気などの感

染防止対策にしっかり取り組み、３学期も元気に過ごしてほしいと思います。 

 話は変わりますが、今年は巳年です。「巳」という字は、胎児の形を表した象形文字で、

蛇が冬眠から覚めて地上にはい出す姿を表しているとも言われています。「巳」を動物に

あてはめると「蛇」になりますが、昔から蛇は信仰の対象となっており、祭祀や祀りごと

の「祀」に「巳」が用いられているのは、「祀」とは自然神を祀る意味で、自然神の代表

的な神格が巳（蛇）だったからということだそうです。 

令和７年・２０２５年は「十干十二支」では「乙巳（きのとみ）」にあたります。「乙（き

のと）」は、草木が成長してどんどん広がっていくという意味。「巳（み）」は、ヘビが脱

皮を繰り返すように、再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していくという意味があ

ります。「乙」と「巳」の合わさる「乙巳」である今年は、物事が成長・発展し、さらに

形となっていく年になると言えるようです。ちなみに、６０年ごとに訪れる「乙巳」の年

には過去にいくつもの大きな変革や改革が起こっています。春風小でも、さまざまなこ

とに挑戦し、教育活動が成長・発展・進化し、新たな形としていける一年になることを心

より願っています。教職員一同、安全安心を徹底し、春風小が笑顔あふれる学校となるよ

う全力で教育活動を進めてまいります。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

  

＜１月の生活目標＞   言葉遣いに気を付けよう 
＜１月のあいさつ目標＞ できるかな？ その場に合った言葉遣い    生活指導部   

礼儀正しくするというのは、目上の人や初対面の人に対して、畏まった態度をとることだ
けを言うのではありません。「親しき仲にも礼儀あり」という言葉の通り、常に誰とでも、適
切で程よい距離感を保つことが求められます。友達同士では、それなりにくだけた会話をす
るでしょう。しかし、乱暴で下品な言葉遣いをすると、相手に不快感を与えます。親しい間
柄だからといって、相手を思いやる気持ちや感謝の気持ちを忘れると、礼節を欠くことにな
るのです。良好な人間関係を築く上でも、日頃の言葉遣いに気を付けて生活しましょう。 

          

          

 

 

1 月号 

春風ちゃん 

 【本校の教育目標】 
○元 気 な 子 
○思いやる子 
○考 え る 子 春風小だより 

練 馬 区 立 光 が 丘 春 の 風 小 学 校  校長  内木  勉 

〒  練馬区光が丘 7-2-1 Tel Fax    



 

    

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 曜日 時 程 学校行事等 ひろば 

8 水 Ｂ 始業式 ○ 

9 木 C 委 給食始 計測（１年,の） 委員会 ○ 

10 金 Ａ なわとび月間始 計測（２年） ○ 

11 土    

12 日    

13 月  成人の日  

14 火 Ａ 計測（３年）  ○ 

15 水 Ｂ ひかり指導始 計測（４年） ○ 

16 木 Ｃ 計測（５年） ○ 
17 金 Ａ 避難訓練 計測（６年） ○ 

18 土 Ｂ 
学校公開日 道徳授業地区公開講座 

校内書き初め展始 保教の会講演会 

○ 

19 日    

20 月 Ｃ ユニセフ募金始 ひかり保護者面談 ○ 

21 火 Ａ  ○ 

22 水 Ｂ ユニセフ募金終 ひかり保護者面談 ○ 
23 木 C ク    クラブ ○ 

24 金 Ａ 校内書き初め展終 ○ 

25 土  連合書きぞめ展始  

26 日  連合書きぞめ展終  

27 月 Ａ ひかり保護者面談 ○ 

28 火 Ａ  ○ 
29 水 Ｂ 連合図工展始 ○ 

30 水 Ａ  ○ 

31 木 Ａ なわとび月間終 ○ 

移動教室（５年生） 
１２月１６日（月）～１２月１８日

（水）の３日間で、５年生は岩井移動
教室に行ってきました。 
初めての移動教室ではありました

が、自分のことだけでなく同じ班の友
達のことも考えながら過ごす姿が見
られました。キャンドルファイヤーや
体育館レクリエーション、スタンプラ
リーなど学年で大いに盛り上がりま
した。 
ＪＦＥスチールの工場見学では、離

れていても伝わってくる鉄の熱さや
勢いに驚きの声をあげていました。大
山千枚田では藍染め・わら細工・自然
観察の３つに分かれ体験をし、富津で
は貴重な海苔の手加工を体験しまし
た。どれも、普段はできない有意義な
体験でした。 
今回の岩井移動教室で得たものを、

これからの生活に活かしていくこと
を期待しています。 
 

行事予定 

学芸会「自信をもち、心を通わせ やりきろう！」 
                     
                    コロナ禍で学年入れ替え制の開催だった前回から変

わり、久しぶりに制限無しで実施した学芸会。１日目
は、全校児童が鑑賞しました。長時間の鑑賞になりま
したが、子供たちはどの学年の演目も楽しんでいたよ
うで、教室では、いろいろな学年の劇の歌を口ずさん
だり、印象的な台詞を真似したりという姿が見られま
した。２日目は保護者の皆様に子供たちのがんばりを
見ていただきました。子供たちは、おうちの人を前に
さらに緊張していたようでしたが、力を出し切り充実
した顔をしていました。保護者の皆様から愛あるアン
ケートを多数いただきました。ご意見を次回の開催に
生かしていけたらと思っています。 

４年生 社会科見学 
 ～そなエリア東京・中央防波堤～ 

 
１２月３日（火）に、そなエリア東

京と中央防波堤へ社会科見学に行き
ました。そなエリア東京では、「地震発
生から７２時間体験ツアー」を体験し
ました。リアルに近い体験を通して地
震が起きたときにどう行動すればよ
いかを考えました。また、展示物を見
ることで、災害に備えて準備できる物
を学びました。中央防波堤では、バス
に乗って埋め立てられた地を巡り、ご
み処理の理解を深めました。 

 


